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あ
と
が
き

コ
ロ
ン
ビ
ア
に
赴
任
す
る
際
は
、「
く
れ
ぐ
れ
も
気
を
つ
け
て
」
と
言
わ
れ
て
出
発
し
そ
の
と
き
は
さ

ほ
ど
違
和
感
は
な
か
っ
た
が
、
帰
国
し
た
際
に
多
く
の
方
か
ら
「
よ
く
ご
無
事
で
」
と
迎
え
ら
れ
る
と
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
に
関
す
る
一
般
日
本
人
の
固
定
観
念
が
い
か
に
強
い
か
を
思
い
知
ら
さ
れ
、衝
撃
を
受
け
た
。

最
初
の
頃
は
、「
い
や
い
や
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
す
っ
か
り
治
安
が
良
く
な
り
、
ボ
ゴ
タ
は
い
ま
や
ワ
シ
ン
ト

ン
よ
り
も
安
全
な
首
都
に
な
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
説
明
し
て
い
た
が
、
同
じ
科
白
を
繰
り
返
し
て
い
る
う

ち
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
関
す
る
情
報
不
足
と
い
う
か
、
情
報
の
歪
み
が
半
端
で
は
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
。

一
方
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
南
米
の
一
カ
国
で
あ
り
、
旧
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
で
、
そ
の

国
名
は
ア
メ
リ
カ
大
陸
を
発
見
し
た
コ
ロ
ン
ブ
ス
に
由
来
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
な
か
に
は
コ

ロ
ン
ビ
ア
は
「
三
Ｃ
」
の
う
ち
の
一
カ
国
で
あ
り
美
人
で
有
名
だ
と
い
う
知
識
を
披
瀝
し
て
、「
女
性
に

気
を
つ
け
て
」
と
大
変
あ
り
が
た
い
ご
忠
告
を
下
さ
る
方
も
い
た
。
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し
か
し
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
生
活
し
て
痛
感
し
た
こ
と
は
、
確
か
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
他
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
諸
国
と
歴
史
、
人
種
、
言
語
、
宗
教
、
文
化
お
よ
び
社
会
構
造
と
共
通
点
も
多
い
が
、
他
方
、
政
治
的

伝
統
、
言
論
の
自
由
の
伝
統
、
経
済
運
営
、
一
般
犯
罪
の
原
因
な
ど
相
違
点
も
多
く
、
デ
ィ
ビ
ッ
ド 

・ 

ブ
ッ

シ
ュ
ネ
ル
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
に
共
通
す
る
モ
デ
ル
で
コ
ロ
ン
ビ
ア
を
説
明
す
る
こ

と
が
で
き
な
い
と
い
う
特
徴
が
あ
る
。
こ
れ
が
、
諸
外
国
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
研
究
者
が
少
な
い
ひ
と
つ
の
理

由
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
故
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
真
実
の
姿
が
国
外
か
ら
発
信
さ
れ
ず
、
専
ら
コ
ロ
ン
ビ
ア

国
内
の
知
識
人
の
見
方
が
流
布
し
た
原
因
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
後
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
知
識
人
の
自
分
の
国
の
形
を
見
る
視
点
が
変
わ
っ
て
き
た
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
に
我
が
国
に
そ
の
動
き
が
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
の
は
残
念
で
な
ら
な
い
。

本
書
は
、
こ
の
よ
う
な
動
機
か
ら
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
に
焦
点
を
当
て
、
そ
れ
が
今
日
ど
の

よ
う
な
実
態
に
あ
る
の
か
、
で
き
る
だ
け
最
近
の
文
献
を
踏
ま
え
て
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。〝
悪
魔
払

い
〞
と
い
う
副
題
に
驚
か
れ
た
方
も
多
い
と
思
わ
れ
る
が
、
私
と
し
て
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
イ
メ
ー
ジ
に

と
り
憑
い
た
悪
魔
を
退
治
し
た
い
と
い
う
強
烈
な
思
い
か
ら
、
あ
え
て
ど
ぎ
つ
い
表
現
を
選
ん
だ
と
こ
ろ

で
あ
る
。
ま
た
、
副
題
の
「
若
き
国
」
と
い
う
の
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
人
口
構
成
を
見
る
と
六
五
歳
以
上

年
齢
の
割
合
が
六・三
％
と
極
め
て
低
く
、
日
本
の
昭
和
四
〇
年
頃
と
同
じ
水
準
で
あ
る
こ
と
を
表
現
し
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た
。
現
在
の
我
が
国
の
こ
の
割
合
が
二
二・七
％
に
達
し
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、約
半
世
紀
前
の
「
い

ざ
な
ぎ
景
気
」
前
の
日
本
の
人
口
構
成
と
同
じ
で
あ
る
の
は
大
変
な
利
点
で
あ
る
。
こ
の
若
い
人
口
構
成

は
今
後
の
経
済
発
展
が
期
待
さ
れ
る
大
き
な
要
因
で
あ
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
人
口
の
増
加
率
を
見
る
と
、

第
二
章
の
表
５
の
と
お
り
、
一
九
六
〇
年
代
と
一
九
七
〇
年
代
に
年
率
三
％
台
の
高
い
伸
び
率
を
示
し
、

約
二
〇
年
で
一
〇
〇
〇
万
人
の
人
口
増
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
こ
れ
が
今
後
の
高
齢
化
率
上
昇
の
潜
在
的

圧
力
と
な
る
と
思
わ
れ
る
が
、
い
ま
だ
一
五
年
程
度
の
余
裕
が
あ
る
の
で
、
そ
の
間
に
社
会
問
題
を
解
決

し
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
人
口
増
加
率
が
一
九
八
〇
年
代
か
ら
二
％
台
に
低
下
し
、
現
在
一・八
％
に
な
っ

て
い
る
が
、
こ
れ
は
治
安
の
悪
化
と
い
う
要
因
の
他
、
我
が
国
の
援
助
に
よ
り
「
家
族
計
画
」
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
普
及
し
た
こ
と
の
効
果
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
家
族
計
画
協
会
の
副
会
長
を
し

て
い
る
方
か
ら
、
も
し
コ
ロ
ン
ビ
ア
で
家
族
計
画
を
導
入
し
て
い
な
か
っ
た
ら
、
現
在
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
の

人
口
は
六
〇
〇
〇
万
人
を
超
え
て
い
た
だ
ろ
う
と
大
変
感
謝
さ
れ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
確
か
に
、
コ
ロ

ン
ビ
ア
で
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
影
響
が
強
く
、
子
だ
く
さ
ん
の
家
族
が
多
い
。
例
え
ば
、
ガ
ル
シ
ア
・

マ
ル
ケ
ス
は
一
一
人
兄
弟
で
、
さ
ら
に
父
親
は
家
庭
外
で
五
人
の
子
ど
も
が
あ
っ
た
し
、
彼
の
祖
父
は
家

庭
内
外
で
二
七
人
の
子
持
ち
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
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「
若
き
国
」
コ
ロ
ン
ビ
ア
が
、
こ
れ
か
ら
い
っ
そ
う
の
経
済
発
展
を
続
け
て
い
く
た
め
の
条
件
の
ひ
と

つ
は
現
在
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
五
％
程
度
相
当
と
い
う
極
め
て
高
い
治
安
対
策
の
た
め
の
国
の
支
出
負
担
を
削
減
す

る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ゲ
リ
ラ
組
織
の
武
装
解
除
を
何
と
か
達
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

最
大
の
ゲ
リ
ラ
組
織
で
あ
る
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
は
、
国
民
の
支
持
を
失
い
、
か
つ
そ
の
通
信
網
を
政
府
軍
に
完
全

に
抑
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
従
来
の
よ
う
な
作
戦
行
動
が
極
め
て
難
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
じ
り
貧
状
態

に
あ
る
。
資
金
源
を
麻
薬
に
頼
る
こ
と
も
、
次
第
に
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
事
情
を
考

慮
す
る
と
、
Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｃ
と
政
府
と
の
停
戦
和
平
協
定
が
実
現
す
る
の
は
そ
ん
な
に
遠
い
先
で
は
な
い
と
い

う
予
感
が
す
る
。

コ
ロ
ン
ビ
ア
は
二
〇
〇
九
年
、
香
港
上
海
銀
行
（
Ｈ
Ｓ
Ｂ
Ｃ
）
頭
取
の
マ
イ
ケ
ル
・
ジ
ョ
ー
イ
ー
ガ
ン

に
よ
り
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
に
次
ぎ
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
発
展
す
る
国
の
Ｃ
Ｉ
Ｖ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
（
コ
ロ
ン
ビ
ア
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
エ
ジ
プ
ト
、
ト
ル
コ
、
南
ア
フ
リ
カ
の
六
カ
国
の
頭
文
字
、
英
語
で
じ
ゃ
香
猫
の
意
味
が

あ
る
）
グ
ル
ー
プ
の
ト
ッ
プ
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
現
に
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
八
年
間
続
い
た
ウ
リ

ベ
政
権
時
代
に
、経
済
は
著
し
く
改
善
し
、株
価
指
数
は
約
一
〇
倍
に
上
昇
し
た
。
ま
た
、世
銀
の
ド
ゥ
ー

イ
ン
グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ラ
ン
キ
ン
グ
（
二
〇
一
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
世
界
一
八
三
カ
国
中

三
七
位
で
、
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
諸
国
の
な
か
で
は
、
プ
エ
ル
ト
・
リ
コ
（
三
五
位
）
に
次
い
で
二
位
、
ブ
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ラ
ジ
ル
、
メ
キ
シ
コ
よ
り
上
位
に
あ
る
。
ま
た
、
評
価
項
目
の
な
か
で
「
投
資
家
保
護
」
に
つ
い
て
は
、

米
国
と
並
ん
で
五
位
と
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
国
際
的
に
も
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
発
展
可
能
性
が
高
く
評
価
さ
れ
、
治
安
が
著
し
く
改
善
し
て

欧
米
各
国
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
へ
の
直
接
投
資
が
こ
こ
数
年
急
増
し
て
い
る
な
か
で
、
日
本
の
コ
ロ
ン
ビ
ア
へ

の
投
資
が
二
〇
〇
一
年
以
降
ほ
と
ん
ど
停
滞
し
て
い
る
状
況
は
憂
慮
に
堪
え
な
い
。
さ
い
わ
い
二
〇
一
〇

年
末
に
日
本
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
間
の
投
資
保
護
協
定
交
渉
が
妥
結
し
、
今
後
自
由
貿
易
交
渉
の
開
始
に
向
け

て
展
望
が
開
け
て
き
た
こ
と
は
、
両
国
関
係
に
と
っ
て
明
る
い
材
料
で
あ
る
。

本
文
で
は
触
れ
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
へ
の
移
民
の
歴
史
も
他
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
諸
国
へ
の
移
民
と
異
な
り
、
極
め
て
特
異
な
も
の
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
一
九
二
四
年
（
大
正
一
三

年
）
米
国
で
実
質
的
な
排
日
移
民
法
で
あ
る
移
民
法
が
成
立
し
日
本
人
の
移
民
が
事
実
上
遮
断
さ
れ
、
ま

た
、ブ
ラ
ジ
ル
、ペ
ル
ー
な
ど
で
「
排
日
」
運
動
が
起
き
た
状
況
の
な
か
で
、コ
ロ
ン
ビ
ア
の
作
家
ホ
ル
ヘ
・

イ
サ
ッ
ク
の
小
説
『
マ
リ
ア
』
を
読
ん
だ
五
人
の
「
海
外
植
民
学
校
」
の
学
生
が
、
こ
の
小
説
の
舞
台
と

な
っ
た
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
バ
ジ
ェ
平
原
に
魅
せ
ら
れ
、
一
九
二
三
年
（
大
正
一
二
年
）
に
農
業
実
習
生
と
し

て
渡
航
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
彼
ら
の
研
修
報
告
が
契
機
と
な
っ
て
、
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
五
年

に
か
け
て
三
次
の
移
住
が
実
施
さ
れ
、
合
計
二
〇
家
族
（
実
際
は
二
四
家
族
）
一
五
九
人
が
バ
ジ
ェ
平
原
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に
入
植
し
た
の
が
移
民
史
で
あ
る
。
こ
の
『
マ
リ
ア
』
と
い
う
小
説
は
、
バ
ジ
ェ
・
デ
ル
・
カ
ウ
カ
県
の

ア
ン
デ
ス
山
脈
の
中
央
山
系
西
麓
に
所
在
し
た
大
農
場
ア
シ
エ
ン
ダ
・
パ
ラ
イ
ソ
（〝
天
国
の
荘
〞）
を
舞

台
に
展
開
す
る
若
き
青
年
エ
フ
ラ
イ
ン
と
美
少
女
マ
リ
ア
と
の
淡
き
悲
恋
物
語
で
あ
る
。
現
在
バ
ジ
ェ
・

デ
ル
・
カ
ウ
カ
県
の
日
系
人
は
、
約
一
二
〇
〇
人
に
増
え
て
い
る
が
、
昭
和
初
期
の
移
住
者
が
夢
に
見
た

〝
天
国
〞
が
本
当
に
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
実
現
す
る
こ
と
を
期
待
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
「
若
い
国
」
で
あ
る
。
国
民
の
皆
が
自
分
の
国
を
美
し
い
国

で
あ
る
と
感
じ
、
将
来
へ
の
希
望
と
誇
り
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
貧
し
さ
の
な
か
で
も
明
る
さ
を
失
わ

ず
、
現
状
に
満
足
し
、
我
が
国
が
忘
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
に
見
え
る
将
来
へ
の
自
信
と
自
分
の
国
を
よ
り

良
く
し
よ
う
と
い
う
意
気
込
み
が
溌
溂
と
息
づ
い
て
い
る
。

過
去
の
悪
夢
の
よ
う
な
ビ
オ
レ
ン
シ
ア
の
災
厄
か
ら
脱
皮
し
よ
う
と
必
死
に
努
力
し
て
い
る
コ
ロ
ン
ビ

ア
の
真
実
の
姿
に
つ
い
て
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
方
に
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。

な
お
、
本
書
で
た
び
た
び
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
特
異
性
に
つ
い
て
言
及
し
た
が
、
最
も
他
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ

カ
諸
国
と
異
な
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
点
は
、
経
済
運
営
の
健
全
性
で
あ
る
。
他
の
国
々
が
一
九
八
〇
年

代
お
よ
び
一
九
九
〇
年
代
に
ハ
イ
パ
ー
・
イ
ン
フ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
、
債
務
危
機
に
陥
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
コ
ロ
ン
ビ
ア
は
こ
の
二
つ
の
経
済
危
機
を
経
験
し
て
い
な
い
。
従
っ
て
、
過
去
一
〇
〇
年
間
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を
振
り
返
っ
て
も
経
済
成
長
率
は
平
均
五
％
で
そ
の
変
動
が
最
も
小
さ
い
国
で
あ
る
。
こ
の
理
由
は
、
コ

ロ
ン
ビ
ア
に
は
ポ
ピ
ュ
リ
ス
ト
の
政
治
家
が
出
な
か
っ
た
と
い
う
極
め
て
稀
有
な
歴
史
を
持
っ
て
い
る
こ

と
に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
経
済
問
題
の
論
点
に
つ
い
て
は
、
紙
数
の
関
係
で
割
愛
せ
ざ
る
を
得

な
か
っ
た
。
他
日
、
機
会
が
与
え
ら
れ
れ
ば
出
版
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

本
書
を
書
く
に
当
た
っ
て
は
、
大
変
多
く
の
方
々
か
ら
貴
重
な
ご
教
授
、
ご
示
唆
、
ご
指
導
を
賜
っ
て

い
る
が
、
こ
こ
で
は
と
く
に
お
世
話
に
な
っ
た
数
名
の
方
の
名
前
を
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
ま

ず
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
サ
ン
ト
ス
・
カ
ル
デ
ロ
ン
前
副
大
統
領
か
ら
は
筆
者
の
疑
問
に
正
面
か
ら
答
え
て

い
た
だ
き
、エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・
ポ
サ
ー
ダ
の
本
を
推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
。
マ
ウ
リ
シ
オ
・
カ
ル
デ
ナ
ス（
鉱

業
大
臣
（
元
））
に
は
、コ
ロ
ン
ビ
ア
経
済
全
般
に
わ
た
る
勉
強
の
手
引
き
を
し
て
い
た
だ
い
た
。
ミ
ゲ
ル
・

ウ
ル
ッ
テ
ィ
ア
、
ロ
ス
・
ア
ン
デ
ス
大
学
教
授
（
元
コ
ロ
ン
ビ
ア
共
和
国
銀
行
総
裁
）
に
は
、
コ
ロ
ン
ビ
ア

経
済
の
特
質
と
く
に
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
が
コ
ロ
ン
ビ
ア
に
存
在
し
な
い
理
由
を
教
わ
っ
た
。エ
ド
ゥ
ア
ル
ド
・

ウ
ィ
ス
ネ
ル
元
大
蔵
大
臣
に
は
、
一
九
九
一
年
憲
法
制
定
後
の
政
策
運
営
の
推
移
に
つ
い
て
解
説
し
て
い

た
だ
い
た
。
ロ
ベ
ル
ト
・
ス
タ
イ
ナ
ー
高
等
研
究
財
団
理
事
長
か
ら
は
、
一
九
九
〇
年
以
降
の
セ
サ
ル
・

ガ
ビ
リ
ア
大
統
領
の
構
造
改
革
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
し
た
本
を
贈
呈
さ
れ
た
他
、
日
常
的
に
筆
者
の
質

問
に
適
切
な
ご
指
導
を
い
た
だ
い
た
。



286

ま
た
、
本
書
に
利
用
し
た
各
種
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
在
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
使
館
の
鈴
木
康
久
参
事
官
は

じ
め
館
員
の
皆
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
た
。
ま
た
、
筆
者
の
ス
ペ
イ
ン
語
能
力
の
不
足
を
大
使
当
時
の
秘

書
の
ア
マ
リ
ア
・
デ
・
グ
レ
イ
フ
さ
ん
に
補
っ
て
も
ら
っ
た
。
彼
女
と
の
メ
ー
ル
交
信
に
よ
っ
て
、
ど
れ

ほ
ど
助
け
ら
れ
た
か
測
り
知
れ
な
い
。

妻
の
眞
子
は
、
こ
の
原
稿
の
最
初
の
読
者
と
し
て
適
切
な
コ
メ
ン
ト
を
し
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
テ
ニ
ス

仲
間
の
小
林
和
男
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
解
説
委
員
に
は
本
を
書
く
基
本
を
手
ほ
ど
き
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
、
筆
者
の
手
書
き
の
原
稿
を
電
子
媒
体
に
の
せ
る
作
業
は
、
妻
眞
子
、
長
女
千
穂
、
長
男
豊
聡
、

次
男
朋
篤
が
分
担
し
て
手
伝
っ
て
く
れ
た
。

最
後
に
、
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
研
究
支
援
部
の
真
田
孝
之
氏
に
は
拙
稿
の
修
正
に
辛
抱
強
く
お
つ
き
合

い
い
た
だ
き
、
本
書
の
出
版
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
。

本
書
を
、
三
年
間
辛
抱
強
く
息
子
の
帰
国
を
待
っ
て
く
れ
た
米
寿
を
迎
え
た
両
親
と
、
戦
友
と
し
て
外

交
活
動
を
支
え
て
く
れ
た
妻
眞
子
に
捧
げ
る
。

二
〇
一
一
年
二
月
一
〇
日

　
　
　

川
崎
市
の
寓
居
に
て




